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式
中　

旧
木
造
校
舎
の
柱
（
幣へ

い
そ
く束

）
の
展
示

　

式
根
島
中
学
校
は
、
本
年
度
で

66
年
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学
校

で
す
。
毎
年
、
５
月
の
開
校
記
念

日
（
５
月
７
日
）
に
は
、
卒
業
生

の
方
を
お
招
き
し
、
全
校
生
徒
で

そ
の
当
時
の
中
学
校
の
お
話
を
う

か
が
う
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
さ
ら
に
こ
の
会
に
あ
わ

せ
、
正
面
玄
関
の
下
駄
箱
上
に
旧

木
造
校
舎
建
設
時
に
使
用
し
た
柱

（
幣へ

い
そ
く束

）
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
柱
は
、
昭
和
26
年
の
旧
木

造
校
舎
の
棟
上
式
で
使
わ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
縁
起
物
の
柱
を
、
島
民

の
方
が
家
屋
で
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
、
家
屋
の
改
築
に
と
も
な

い
こ
の
柱
が
あ
る
こ
と
を
、
別
の
島

民
の
方
よ
り
教
え
て
い
た
だ
き
、
中

学
校
で
展
示
し
よ
う
と
保
管
し
て
い

ま
し
た
。
厄
除
け
を
司
る
神
の
道
具

の
ひ
と
つ
、「
幣
束
」
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
柱
で
す
。

正
面
玄
関
に
展
示
し
て
あ
る
昭
和
27

年
当
時
の
生
徒
・
教
職
員
の
努
力
で

購
入
・
使
用
し
た
発
電
機
と
と
も
に

本
校
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
展
示
と

な
り
ま
し
た
。

▶
玄
関
へ
の
展
示
の
様
子

◀
幣
束
の
説
明
文

島
民
の
願
い
を
こ
め
て

始
め
は
小
学
校
を
借
り
て
の

授
業
が
続
い
て
い
た
が

現
在
の
校
庭
南
側
に

木
造
の
校
舎
が

島
民
の
夢
を
の
せ
て

完
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
柱
は

上
棟
式
以
後
の

厄
除
け
を
司
る

神
の
道
具
の
ひ
と
つ

幣
束
で
あ
る

島
じ
ま
ん
２
０
１
２
開
催

　

5
月
26
日
、
27
日
に
港
区
の
竹

芝
ふ
頭
公
園
で
、
伊
豆
諸
島
・
小

笠
原
諸
島
の
2
町
7
村
が
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
や
特
産
品
な
ど
を
紹
介

す
る
「
東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
島

じ
ま
ん
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

2
年
に
1
度
の
、
こ
の
『
島
じ

ま
ん
』
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
の

「
さ
か
な
ク
ン
の
世
界
一
受
け
た

い
お
魚
授
業
」
や
各
島
の
太
鼓
や

踊
り
な
ど
を
始
め
と
し
た
『
見
る
』

コ
ー
ナ
ー
、
各
島
の
特
産
品
が
集

合
し
た
『
食
べ
る
』
コ
ー
ナ
ー
、

各
島
伝
統
工
芸
の
体
験
が
で
き

る
『
体
験
す
る
』
コ
ー
ナ
ー
な
ど

様
々
な
催
し
が
あ
り
、
来
客
数
は

8
万
7
千
人
（
前
回
比
＋
７
千
人
）

▲アロヒ・アイラナ・ヌーキマ ▲式根島大漁太鼓 ▲Niijima Steel Band

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

新
島
村
か
ら
は『
見
る
』コ
ー
ナ
ー

に
フ
ラ
の
「
ア
ロ
ヒ
・
ア
イ
ラ
ナ
・

ヌ
ー
キ
マ
」
の
皆
さ
ん
と
「N

iijim
a  

Steel  Band

」
の
皆
さ
ん
、
ま
た

「
式
根
島
大
漁
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
『
食
べ
る
』コ
ー
ナ
ー
の
物
販
ブ
ー

ス
で
は
、に
い
じ
ま
漁
協
、JA
島
し
ょ

新
島
店
、
水
産
加
工
組
合
、
新
島
村

商
工
会
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
ダ
イ
エ

イ
商
店
さ
ん
が
参
加
し
、
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

　
『
体
験
す
る
』
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

や
な
工
房
さ
ん
が
シ
ー
ボ
ー
ン
ア
ー

ト
（
貝
殻
ラ
ン
プ
シ
ェ
イ
ド
）
制
作

を
実
施
し
ま
し
た
。
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広報にいじま 7月号

村
民
ふ
れ
あ
い
踊
り
の
夕
べ   

二
三
芳
姫
会

式
根
島
・
新
島
消
防
団
が
春
季
幹
部
訓
練

ゴ
ミ
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
感
謝

　

昨
年
は
荒
天
の
た
め
実
施
の
で

き
な
か
っ
た
村
内
美
化
運
動
『
ゴ

ミ
０
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
で
す
が
、

今
年
は
6
月
3
日
（
日
）
に
村
内

全
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
日
の
朝
早
く
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、

2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
本
村
地
区
41

台
、
若
郷
地
区
９
台
、
式
根
島
地

区
20
台
の
計
70
台
と
な
り
ま
し
た
。 　

皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
箱
へ
の
回
答

　

現
在
、
村
内
各
所
に
置
か
れ
て

い
る
ご
意
見
箱
に
投
書
さ
れ
た
ご

意
見
・
ご
提
言
の
中
か
ら
6
月
ま

で
の
回
収
分
に
つ
い
て
、
担
当
課

が
回
答
し
ま
す
。

　

な
お
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
文
章
の
省

略
・
削
除
・
変
更
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
理
由
か
ら
す
べ

て
の
回
答
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
眼
科
専
門
診
療
に
つ
い
て

　

眼
科
に
来
て
も
船
に
乗
り
遅
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
ハ
ラ
ハ

ラ
し
ま
す
。
前
か
ら
式
根
住
民
は
早

く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
。
年
寄
り
な
ど
本
当
に
困
っ
て

い
ま
す
。
式
根
島
地
区
に
眼
科
が
来

島
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
先
に
受
診

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
く
思
い
ま

す
。

【
回
答
：
本
村
診
療
所
】

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
式
根
島
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

専
門
診
療
の
た
び
の
通
院
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
実
施
し
て
い
る
眼
科
に
限
ら

ず
、
専
門
診
療
の
際
は
式
根
島
か
ら

受
診
さ
れ
る
住
民
の
方
々
に
つ
い
て

は
、
連
絡
船
に
し
き
の
出
航
時
間
に

間
に
合
う
よ
う
、
順
番
の
調
整
を
行

い
、
優
先
的
に
受
診
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
診
者
が
多
く
、
不
安
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

5
月
26
日
土
曜
日
、
本
村
地
区

住
民
セ
ン
タ
ー
2
階
集
会
室
で
、

二
三
芳
姫
会
に
よ
る
「
村
民
ふ
れ

あ
い
踊
り
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
お
し
ろ
い
花
」
や
「
川
の
流

れ
の
よ
う
に
」、「
愛
燦
燦
」
な

ど
20
以
上
の
演
目
を
門
下
生
た
ち

で
踊
り
、
会
場
を
満
員
に
埋
め
た

住
民
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

６
月
６
日
に
式
根
島
消
防
団
、
翌

７
日
に
は
新
島
消
防
団
が
幹
部
団
員

を
対
象
に
東
京
都
消
防
訓
練
所
か
ら

教
官
を
招
き
春
季
訓
練
を
し
ま
し

た
。

　

6
日
、
式
根
島
で
は
規
律
訓
練
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

講
習
を
、
翌
7
日
、
新
島
で
は
各
災

害
へ
の
対
応
の
講
習
会
や
規
律
訓
練

が
行
な
わ
れ
、
災
害
を
想
定
し
た
無

線
の
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
島
村
商
工
会
女
性
部
の

皆
さ
ん
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
体
験
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
ま
し
た
。
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新
島
村
博
物
館
の
本
年
度
企
画
展

は
「
新
島
は
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
〜
絶
滅
危
惧
種

の
海
鳥
か
ら
見
る
新
島
」
で
す
。

　

新
島
村
博
物
館
と
日
本
野
鳥
の
会

が
共
催
し
ま
す
。
日
本
野
鳥
の
会
と

博
物
館
が
共
同
で
２
０
１
１
年
か
ら

3
年
間
、
伊
豆
諸
島
の
カ
ン
ム
リ
ウ

ミ
ス
ズ
メ
の
生
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
伊
豆
諸
島
で
推
定
千
羽

以
上
が
生
息
す
る
な
ど
国
内
最
大
級

の
生
息
海
域
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
新
島
の
周
辺
海
域
は
個
体

数
が
多
く
、
繁
殖
地
が
数
か
所
存
在

す
る
重
要
な
生
息
地
で
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
企
画
展
で
、
住
民
の
皆
様

に
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
希
少
性

と
現
状
を
伝
え
る
こ
と
で
、
新
島
の

海
洋
環
境
の
魅
力
を
知
っ
て
頂
き
、

ま
た
、
そ
の
保
全
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
キ
ッ
カ
ケ
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

世
界
の
海
鳥
や
他
の
ウ
ミ
ス
ズ
メ

科
の
仲
間
、
生
態
な
ど
の
紹
介
を
は

じ
め
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
と
の

関
わ
り
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。
他
に
も
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
減
少
の

要
因
や
保
護
の
取
り
組
み
、
住
民
参

加
の
方
法
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
は
イ
ラ
ス
ト
原
画
な
ど
を

含
む
18
枚
。
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い

展
示
形
態
を
取
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

企
画
展
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
24
年
7
月
19
日
（
木
）

　
　

〜
平
成
25
年
2
月
20
日
（
水
）

場
所　

新
島
村
博
物
館
2
階

▼
展
示
内
容
（
パ
ネ
ル
展
示
）

①
海
鳥
と
は

②
世
界
の
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
仲
間
と
そ

の
生
態

③
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
と
は

④
伊
豆
諸
島
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ

メ
と
日
本
野
鳥
の
会
の
調
査

⑤
新
島
は
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

⑥
新
島
の
人
々
と
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス

ズ
メ
の
関
わ
り

⑦
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

⑧
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で
綴
る
カ
ン
ム

リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

⑨
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
で
映
像
を
流
す

⑩
卵
の
標
本
や
剥
製
の
展
示

⑪
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
（
ぬ
り
絵
・
パ

ズ
ル
・
ク
イ
ズ
等
）

問
い
合
わ
せ

　

新
島
村
博
物
館　

℡
⑸
７
０
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　

Fax
⑸
１
９
９
８

　
　
　
　
　

担
当　
　

前
田
好
眞
江

■
企
画
展
の
お
知
ら
せ

◆
博
物
館
だ
よ
り
◆

　

大
島
支
庁
管
内
都
事
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
は
大
島
支
庁
管
内
町
村

で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
目
的
、
規

模
、
場
所
な
ど
事
業
の
内
容
を
町

村
及
び
各
機
関
に
対
し
て
説
明

し
、
都
施
行
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
と
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
度
当
初
に
「
大

島
支
庁
管
内
都
事
業
説
明
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
島
村
に
つ
い
て
は

５
月
14
日
（
月
）
に
住
民
セ
ン
タ
ー

で
、
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
場

職
員
、
村
議
会
議
員
及
び
関
係
団

体
（
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組

合
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
水
産
加

工
業
協
同
組
合
）
の
皆
さ
ん
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
支
庁
長
以
下
各
所

属
長
か
ら
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画

概
要
を
説
明
す
る
と
同
時
に
事
業
計

画
に
対
す
る
質
問
や
意
見
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、島
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
創
意
工
夫
と
地
域

特
性
を
活
か
し
た
振
興
を
図
り
、
豊

か
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
村
と

大
島
支
庁
が
十
分
な
連
携
の
も
と
に

引
続
き
力
を
合
わ
せ
て
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
主
な
説
明
】

五
島
を
つ
な
ぐ　

〜
支
庁
の
窓
〜　
No.4

▼
産
業
課
…
商
工
・
観
光
対
策
、
農

業
振
興
、
治
山
・
林
道
整
備
、
漁
業

生
産
流
通
基
盤
整
備
等

▼
土
木
課
…
道
路
・
橋
梁
整
備
、
海

岸
整
備
、
園
地
整
備
等

▼
港
湾
課
…
港
湾
・
漁
港
整
備
等

▼
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

大
島
事
業
所
…
水
産
資
源
の
持
続
的

利
用
に
関
す
る
研
究
、
農
業
振
興
技

術
対
策
、
農
業
改
良
普
及
指
導
等

▼
島
し
ょ
保
健
所
大
島
出
張
所
…
保

健
所
健
康
相
談
、
食
品
環
境
衛
生
対

策
等

▼
教
育
庁
大
島
出
張
所
…
教
育
委
員

会
と
の
連
携
、
学
校
教
育
活
動
へ
の

支
援
等

天
宥
法
印
墓
前
祭

　

6
月
8
日
、
山
形
県
鶴
岡
市
羽

黒
町
の
出
羽
三
山
神
社
の
天
宥

別
当
墓
参
講
御
一
行
14
名
が
来

島
し
、
天
宥
法
印
墓
前
祭
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

儀
式
は
午
後
5
時
に
、
ほ
ら
貝

の
合
図
で
始
ま
り
、
花
や
山
菜
な

ど
を
お
供
え
し
た
墓
前
で
祝
詞

や
追
悼
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。


